



















E9.5-12.5 の始原生殖細胞および E10.5 の体細胞を用いて解析を行なった。その結果、E10.5-E11.5
の始原生殖細胞において LINE-1 領域の DNA 脱メチル化が観察され、また一方の鎖に偏ったヘミメ
チルの割合もその時期に急激に上昇していた。この結果は、Np95 の発現抑制と活発な細胞増殖が
DNA 複製に依存した受動的な DNA 脱メチル化を誘導している可能性を強く示唆している。そこで、こ
の可能性をさらに検証するために、G1/S 期の進行および細胞増殖に異常がある HP1γ KO 始原生
殖細胞を用いて Bisulfite Sequencing解析を行なうと、LINE-1(type Gf, type A)領域および SINEs(B1, 
B2)領域において、DNA 脱メチル化抑制が見られた。このことから、始原生殖細胞における脱メチル化
はNp95が発現しないことにより、一方の鎖特異的に非メチルとなるヘミメチルを経て行なわれる複製に
依存した受動的な機構が関与していることが示唆された。 
